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 向日市は、京都府南西部に位置し、面積が 7.72 平方キロメートル

と西日本一コンパクトな市ですが、京都や大阪の大都市近郊に所在

し、交通の便も良好であることから、古くから連綿と人々の生活が

営まれてきたまちです。 

なかでも、市域に広く分布する「長岡京跡」は、我が国の歴史を

考える上で欠くことができない古代の都城遺跡です。 

長岡京跡の大極殿など宮域の中枢部で重要な遺構は、「長岡宮跡」

として昭和 39（1964）年４月 27 日にはじめて史跡指定を受け、以

来 56 年間で 11 回の地域追加指定を受け保存・活用・整備を行い、

今後も史跡の拡充と拡大を図る所存であります。 

向日市教育委員会では、「史跡長岡宮跡」を本市の歴史・文化遺

産のシンボルとして、適切に保存し確実に次世代へと継承し、郷土

の歴史や文化を学ぶことができる場として、また、本市の魅力を全

国に発信できる場として整備し活用を図るため、「史跡長岡宮跡保

存活用計画」を策定しました。 

本計画が、本市の豊かな歴史と文化をご理解いただく上で、一助

となれば幸いです。  
末尾となりましたが、本計画の策定にあたり、ご指導・ご協力を

賜りました「史跡長岡宮跡保存活用計画策定委員会」委員の方々、

文化庁及び京都府教育委員会をはじめ関係機関に厚くお礼申し上げ

ます。 

 

 

 

 

 令和２（2020）年３月 

 

 

向日市教育委員会 
 
 



 



例  言 

 

１ 本書は、京都府向日市に所在する史跡長岡宮跡の保存活用計画である。 

 

２ 本計画策定事業は、国宝重要文化財等保存･活用事業費補助金（史跡等保存活用計画等策定費国庫

補助金）の適用を受け、令和元年度事業として実施したものである。 

 

３ 本書は、史跡長岡宮跡保存活用計画策定委員会（委員名簿等は本文中に記載）により協議・検討

され承認を受けた計画内容等を向日市教育委員会がとりまとめたものである。 

 

４ 本計画策定にあたっては、文化庁及び京都府教育委員会をはじめ関係機関の指導・助言を得た。 

 

５ 本書において、これまでに史跡長岡宮跡の保存、整備、活用の経過の中でその都度まとめてきた

計画や報告等を京都府向日市が集約した。 

これまでに、史跡長岡宮跡の保存活用計画に関し、取りまとめてきた主な計画・報告書等は、下

記のとおりである。 

○向日市総合計画 

 第１次 昭和 47 年（1972）策定 

 第２次 昭和 57 年（1982）策定 

 第３次 平成 ３年（1991）策定 

 第４次 平成 13 年（2001）策定 

 第５次 平成 22 年（2010）策定 

 ○ふるさと向日市創生計画 平成 28 年（2016）３月策定 

○向日市埋蔵文化財調査報告書第 40 集 平成７年（1995）３月刊行 

○長岡宮跡保全整備基本構想 平成 15 年（2003）３月策定 

○向日市埋蔵文化財調査報告書第 87 集 平成 23 年（2011）３月刊行 

○向日市歴史的風致維持向上計画 平成 27 年（2015）２月認定、平成 30 年（2018）８月変更 

○向日市歴史文化観光情報板設置基本計画 平成 28 年（2016）３月策定 

  

６ 本書に掲載した図版等は、京都府向日市教育委員会及び京都府向日市において作成、撮影したも

のである。一部、既知の文献や業績の成果を使用させていただいた。出典については、各図版等に

併記している。 

 

７ 本書で用いた地図上の方位は、座標北である。これらの作図等に用いた国土座標値は、世界測地

系平面直角座標系Ⅳによる値である。標高は、東京湾平均海面高度（T.P.m）で示した。 

なお、現況図などで使用した地図は、史跡購入時の測量図や整備設計図等を変換したものに加筆

して作成した史跡の概要を示すためのもので、土地境界や建築物の位置などを厳密に示したもので



はない。 

 

８ 本書に使用した用語の一部は、史跡長岡宮跡の特性を踏まえて用いたものがある。 

 

９ 史跡長岡宮跡保存活用計画策定委員会及び本書に係る諸記録は、向日市教育委員会において保管

している。 

 

10 本書の中で掲載した上位及び関連計画等は、令和２年（2020）１月 31 日現在のものでる。 

 

11 本計画は、今後の史跡長岡宮跡を取り巻く社会的環境等の変化により、必要に応じて再検討及び

修正をおこなうものとする。 

 

12 本事業に係る事務は、向日市文化財調査事務所が主管した。 

 

13 本書の執筆は、向日市文化財調査事務所長渡辺博が行った。編集は、史跡長岡宮跡保存活用計画

策定委員会委員及び同委員会オブザーバー並びに向日市文化財調査事務所所員（渡辺博、片山亮、

橋本雅俊）が行った。 

特に史跡長岡宮跡保存活用計画策定委員会委員の佐藤正知氏には、委員会終了後においても、本

書の印刷正本完了まで校正内容をはじめ多岐にわたりご指導を得た。記して感謝を申し上げる。 

 

14 「長岡宮跡」の呼称には、「ながおかきゅうせき」、「ながおかきゅうあと」、「ながおかみや

あと」、「ながおかぐうせき」など多くあるが、史跡指定時の呼称は「ながおかきゅうせき」であ

る。本書では便宜上「ながおかきゅうあと」と表記した箇所がある。 

 

15 表紙、中表紙、裏表紙等の写真等は、下記のとおりである。 

表 紙 史跡長岡宮跡大極殿回廊地区保全整備 回廊復元アズマヤ（南西から） 

   中 扉 史跡長岡宮跡大極殿回廊地区保全整備 埋蔵文化財発掘調査現地説明会風景（南から） 

   裏表紙 史跡長岡宮跡大極殿地区 復元体感ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ「ＡＲ長岡宮」活用状況（ＡＲﾓｰﾄﾞ） 

長岡宮跡大極殿・朝堂院３Ｄ復元図より 

 

16 下記の関係機関及び諸氏から指導・協力・理解等を得た。記して感謝の意を表したい。なお、個

人名については、所属機関名を割愛した。 

〔関係機関・個人等〕（順不同、敬称略） 

文化庁文化財第二課、京都府教育庁指導部文化財保護課、京都府乙訓教育局、向日市議会、鶏冠井区、鶏冠

井農家組合、公益財団法人向日市埋蔵文化財センター、株式会社空間文化開発機構、浅野啓介、池畑和子、

伊藤元貴、梅本康広、國下多美樹、里見徳太郎、谷口大樹、玉城玲子、奈良康正、野中祐治、真鍋建男（故

人）、山下信一郎ほか 
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第１章 計画策定の沿革と目的 
 

第１節 計画策定の沿革 
史跡長岡宮跡は、京都盆地の南西部で嵐山から伸びる向日丘陵の突端部に所在する向

日神社の東方で、丘陵が緩やかに傾斜する段丘地形を改変した平坦面に位置する。 

長岡宮跡は、日本古代都城遺跡のひとつであり、延暦３年(784)に奈良：平城京から遷

都され、延暦 13 年(794)に再び京都：平安京へ遷都されるまでの 10 年間に都が置かれた

長岡京の中枢部の遺跡である。 

長岡宮にかかわる遺構のうち、大極殿院・朝堂院域、内裏、築地などの一部が、昭和

39 年(1964)４月 27 日の第１回史跡指定及びその後の地域追加指定(以下「追加指定」と

いう。) により史跡として保護されてきた。 

長岡宮跡の史跡指定地は現在の行政区では、京都府向日市
む こ う し

の鶏冠井町
か い で ち ょ う

大極殿
だいごくでん

・荒内
あらうち

・

秡所
はらいじょ

・山畑・稲葉・東井戸及び上植野町
かみうえのちょう

南開に所在し、阪急京都線西向日駅から北～東

方向に、約 50～500ｍの密集した住宅地の中に点在する。 

長岡宮跡の遺跡の範囲は本市の市街地と重複する形で広がることから、昭和 30 年（19

55）代から今日に至るまで、住宅等の開発と呼応して埋蔵文化財発掘調査が行われ、重

要遺構が検出される度に、史跡として追加指定されてきた経緯がある。 

 指定名称である「長岡宮跡」は、１－１図に示すとおり「長岡京跡」という「京域」

の中で政治経済の営まれた「宮域」を構成する主要遺構群であることから命名された。 

 指定経過は、昭和36年(1961)に実施された埋蔵文化財発掘調査成果により、大極殿及

び小安殿
しょうあんでん

（大極殿後殿）が検出され、昭和39年(1964)に「長岡宮跡」として史跡指定を

受けた。以後、内裏内郭築地回廊
だいりないかくついじかいろう

や築地、朝堂院
ちょうどういん

西第四堂、大極殿宝幢
ほうどう

、大極殿南門 

(閤門
こうもん

)、朝堂院南門、楼閣
ろうかく

、大極殿回廊、内裏外郭築地など、長岡宮を理解する上で欠

くことができない重要な遺構が検出された場合、宮の機能を構成・分担していた遺構と

して地区が離れていても、同一名称で追加指定されている。 

直近では平成31年(2019)２月26日の追加指定を含めて、令和２年(2020)１月31日現在

までに11回の追加指定が行われ、その面積は15,714.52㎡に及ぶ。 

このように史跡長岡宮跡は、現在の本市の中心市街地に所在する宮跡の面的保護を目

指して、可能な範囲から追加指定の措置を講じている遺跡である。 

保存管理計画は、指定地の面積が限られていたこと、追加指定の後に大半は公有化し

ていたこと、公有化された土地は史跡公園として整備し活用をしてきたこと、史跡の管

理は管理団体として昭和49年(1974)12月12日に指定を受けた本市が直接当たっていたこ

となどの理由により、今日まで策定していなかった。 

このため、近年の史跡指定時には平成15年(2003)３月に策定した「長岡宮跡保全整備

基本構想」に基づき史跡の保存と活用の指針としていたが、15年が経過したことにより

一定の役割が終了していた。 

このような中で、本市は平成27年(2015)２月23日に「向日市歴史的風致維持向上計画」

（歴まち計画）が国から認定を受けたことに伴い、様々な機会を通じて､史跡長岡宮跡に



第１節 計画策定の沿革 

- 2 - 

関する歴史的事実の発信や魅力の向上に努めているところである。 

また、本市は、市民にとって向日市が「ふるさと」であると思っていただけるまちを

目指し、「ふるさと向日市創生計画」を平成28年(2016)３月（現在は「平成30年度改訂

版」）に策定した。この計画により、「歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり」、

「人と暮らしにやさしく明るいまちづくり」、「信頼と協働で市民の声が届くまちづく

り」三つの施策を柱とした市政を展開することとなった。 

このようにまちづくりの大きな柱の一つである史跡長岡宮跡について、史跡と同等の

価値を持つ周辺も含めて、保存・管理のみならず、活用・整備も視野に入れた史跡長岡

宮跡保存活用計画を策定し、これに基づく施策の具体化を図っていくものである。 
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1-1図 長岡京跡位置図 
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第２節 計画の目的 
史跡長岡宮跡は、京都府教育委員会が大極殿及び小安殿(大極殿後殿)地区を昭和37年(

1962)12月に公有化し、昭和39年(1964)に史跡指定を受け、昭和40年(1965)に整備されて

以降、これまで、地区ごとに国庫補助金の適用を受けた６度の整備(内１地区は現在整備

事業中。)と、地区内の公有化が完了するまでの間に市の単独経費を用いて７度の仮整備

を実施している。仮整備は、史跡が阪急京都線西向日駅周辺500ｍ圏内の、本市市街地中

心部の住宅密集地に位置し、土地価格が高額で、予算の都合で一気に公有化ができなか

ったため、公有化までの間に市民等に史跡公園として供するための応急措置である。 

また、開発圧力が強い市街地に所在する遺跡であるため、大小様々な開発に伴う埋蔵

文化財発掘調査が多く実施され、この中で重要遺構が検出された場合は保存措置を優先

的に執っている。さらに検出遺構の重要性を鑑み、土地所有者の同意が得られた箇所に

ついては、史跡指定の意見具申を実施し、史跡指定後に条件が整った箇所から公有化を

繰り返し行うという保存措置がまず優先され整備と活用が遅れていたのが実態である。

 この状況を少しでも打開するため、一定の公有化が完了するまで、史跡指定地で民有

地であっても、指定までの間又は補助事業採択までの間に市の単独経費で仮整備等を行

っている地区もある。しかし、こうした措置は、行政内部を含め、市民の理解を十分に

得られるものではなかった。また、長期にわたる部分的及び小規模な整備は、工法等に

よる統一感の喪失にもつながり、史跡保全への理解が進まない一因となった。 

本市の史跡長岡宮跡の保存管理に関する方針は「史跡指定後に早期公有化、公有化後

に早期保全整備を実施。民有地はできる限り早期の公有化を図り現状変更をできる限り

認めない。」という内規のもと史跡の保存管理を行ってきた。また長岡宮跡の将来整備

構想として、平成15年(2003)３月に「長岡宮跡保全整備基本構想」を策定し、これに基

づき保全・整備に対応してきたところである。 

今回これまで本市が長岡宮跡に関して執り行ってきた保存管理や整備活用に関する内

容や今後の方針について委員会を組織し提言を受けた内容を明文化し、「史跡長岡宮跡

保存活用計画書」としてとりまとめ、今後この計画に基づき史跡の本質的価値をはじめ

として長岡宮跡の保存と活用のあり方について広く関係機関等で情報の共有化や連携・

調整を図り、行政はもとより市民一丸となって史跡の望ましい保存・活用に向けての具

体的な取り組みの一歩とすることを「史跡長岡宮跡保存活用計画」策定の目的とする。 

史跡長岡宮跡の本質的価値 （本質的価値は、第４章で詳細を記す） 

長岡京は、奈良平城の地を離れ京都山背国に作られた最初の都で、奈良時代から平安

時代に至る過渡期の都城遺跡として、古代都城間の関係、都城・宮の構造、政務や儀

式、経済の変遷などを考える上できわめて重要な都城のひとつである。長岡宮は長岡

京の中央北端部に位置し長岡京の中枢をなす、史跡長岡宮は律令国家の成立と展開の

過程を知る上で極めて重要な遺跡である。 
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第３節 計画の対象範囲 
１）史跡長岡宮跡保存活用計画対象範囲 

本計画の対象範囲は、直接的には史跡指定地で

ある。 

ただし、第１節、第２節でも述べたように、史

跡長岡宮跡の指定範囲は限られており、史跡指定

地周辺には史跡と連続し、一体的な遺構が想定さ

れる地が広がっている。 

具体的には長岡宮跡の大極殿・朝堂院域、第二

次内裏域（東宮）といった長岡宮の中枢域であ

り、現在の史跡と連続的あるいは一体的な保護が

必要な範囲である。 

またこれら中枢遺構の周辺にも、第一次内裏推

定地（西宮）や官衙遺構、宮城門などが想定され

る地がある。 

よって、本保存活用計画においては、史跡周辺

1-3図 計画の対象範囲図 

1-2図 史跡長岡宮跡の広域的位置図 
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についても保全や活用の方向性に言及し、また追加指定を目指すべき範囲等も設定する

ことから、これら史跡を中心とする周辺域を含めて計画の対象範囲とした。（1-3、1-4

図 水色の範囲） 

 

２）計画対象範囲に準じる地域 

史跡長岡宮跡保存活用計画対象範囲は、上述したとおり大極殿・朝堂院域、第一、二

次内裏域など長岡宮域の中枢部の東西約 750ｍ・南北約 525ｍの範囲とした。 

しかし、長岡宮跡、長岡京跡の重要性は本計画対象範囲に留まらない。また、本市は

今後も引き続き史跡長岡宮跡の拡充・拡大と公有化の促進に努めることとしている。(向

日市歴史的風致維持向上計画) 

このため、下記のとおり計画対象範囲に準じる地域を定め、必要に応じ計画対象範囲

を見直すものとする。 

〔長岡京跡 宮域（官衙）地区〕 

確実な範囲確認と詳細な遺構の性格を把握するために積極的に埋蔵文化財発掘調査を

促進し、重要な遺構と判断された場合は、計画区域に準じた保全措置を講ずるととも

に、計画対象範囲を拡大す

る。（1-4 図 黄色の範囲） 

〔長岡京跡 京域地区〕 

周知の埋蔵文化財包蔵地「

長岡京跡」が、本市及び京都

市・長岡京市・大山崎町と３

市１町の広域に及ぶため、行

政権を越えた計画又は保存や

活用の取扱い基準を策定する

必要がある。 

また、埋蔵文化財発掘調査

の結果、重要な遺構であると

確認した地域については、そ

の地域を明示するとともに、

史跡指定及び公有化に向けて

積極的に事業を実施する必要

がある。 

（1-4 図 紫色の範囲）  

1-4図 計画対象範囲図とそれに準ずる地域 
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第４節 委員会の設置・経緯 
長岡京跡の埋蔵文化財発掘調査は、阪急西向日駅前において昭和29（1954）年12月末

にはじまり、以来65年、長岡京跡が包蔵される３市１町で2300回以上の埋蔵文化財発掘

調査が行われている。 

このうち長岡宮跡については、530回以上が実施されその大半を本市が行い、長岡京・

宮に関する史跡指定地も本市のみに所在する。しかし、前述のとおり、今日まで、史跡

長岡宮跡の保存活用計画を策定できなかった。 

これには「史跡指定後に早期公有化、公有化後に早期保全整備を実施。民有地はでき

る限り早期の公有化を図り現状変更をできる限り認めない。」という本市の史跡長岡宮

跡保全活用事情がある。 

なお、これまでの史跡長岡宮跡の保存活用計画に代わり保全整備などに伴い設置した

組織や委員会には、平成15年(2003)の「長岡京のドラマ化庁内検討委員会」、平成17・ 

18年(2005･06)の「長岡宮跡保全活用庁内会議」、平成19～22年(2007～10)の「史跡長岡

宮跡朝堂院西第四堂保全整備検討委員会」などがある。 

本節では、保存活用計画策定前の長岡宮跡に関する各種の取り組み経過を概説し、こ

れらも踏まえ、本保存活用計画策定委員会において示された内容により史跡長岡宮跡保

存活用計画策定の方向性を明らかとする。 

 

１）長岡京のドラマ化庁内検討委員会 

本市は、平成 14 年(2002)10 月に市制施行 30 周年を迎えた。この記念すべき年を機に

『つなぐ』をテーマに記念事業のアイデアを募集したところ、市民 22 人から 40 点の応

募があった。これらの応募作品の中から、本市在住の北村政子氏から寄せられた『（仮）

長岡京のドラマ化』が採択された。その提案趣旨は、下記のとおりである。 

 ①向日市に住みながら向日市のことを知らない 

 ②子供たちに我がまちのことを伝え、我がまちに誇りを持ってほしい 

 ③歴史や文化を大切にすることにより、自然環境が守られ快適な生活を送りたい 

 採択された案の具体化に向け、庁内に「長岡京のドラマ化庁内検討委員会」（以下、

「庁内検討委員会」という。）が組織された。 

庁内検討委員会は、公募により自発的に参加した職員５名が平成 15 年(2003)２月 19

日付けで市長から任命を受け、本市企画財政部健康都市推進室が事務局となった。 

庁内検討委員会では、長岡京跡に関する学習と本市の長岡京に関する取り組みなど現

状を把握し、提案者の北村氏を検討委員会に迎え、同氏と意思統一を図り考え方に齟齬

がないようにし、検討内容を報告書としてとりまとめ、市長に報告した。 

その報告内容は、下記のとおりソフト面とハード面に大別される。 

 ソフト面の整備では、「まなざしの重視」として、プレゼンテーションを重視した情

報発信の重要性、市民が自ら発想し関与する事業展開など市民参加の重要性、小さく作

って、大きく育てる継続の重要性である。 
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ハード面の整備では、すべての公共施設に「文化施設」の要素と概念を加味するとい

うもので、史跡長岡宮跡朝堂院西第四堂地区の整備で実践した。 

 

２）長岡宮跡保全活用庁内会議 

平成17(2005)年度から後述する史跡長岡宮跡朝堂院西第四堂保全整備検討委員会設立

までの間、教育委員会文化財調査事務所が中心となって、企画、文化振興、都市計画、

観光などを主管する庁内関係各課の担当職員により、「長岡宮跡保全活用庁内会議」を

開催して、整備手法や活用方法について検討した。 

庁内会議において検討した内容は、下記のとおりである。 

ア 総合計画をはじめとする本市の各種計画と長岡宮跡保全活用事業との整合性につい

て 

イ 庁内各課の取り組みと長岡宮跡保全活用事業の調整と相互活用、まちづくりのため

の推進について 

ウ 事業実施に係る各種の制約と協力体制について 

エ その他、教育、景観、観光、防災面など、現地活用の意見交換について 

 

３）史跡長岡宮跡朝堂院西第四堂保全整備検討委員会 

 平成４年（1992）５月６日に長岡宮朝堂院西第四堂地区 1,867.86 ㎡を史跡として追加

指定を受けた。当時、本地周辺の地価は 1 ㎡あたり 25 万円を超えていたため、公有化に

時間を要することが想定された。このため、未公有化地であっても土地所有者の承諾を

得て、平成７～11（1995～98）年度に市単独経費で仮整備（文化庁の補助金の適用を受

けない史跡整備）を実施した。 

 その後、隣接した箇所を平成 14 年（2002）9 月 20 日に、また、平成 18 年（2006）７

月 28 日に追加指定を受け 3,452.38 ㎡の一団の土地を公有化することができたことか

ら、平成 19（2007）年度から４か年計画で史跡長岡宮跡朝堂院西第四堂地区の保全整備

事業を実施することとなった。 

整備工事の実施にあたり、史跡長岡宮跡朝堂院西第四堂保全整備検討委員会（以下、

「整備検討委員会」という。）を設置し

た。 
整備検討委員会では、難波宮跡や平城

宮跡、興福寺など先進整備事例を学習

し、史跡長岡宮跡の既存の整備の現状と

課題を把握し、朝堂院西第四堂地区（朝

堂院西第四堂、朝堂院南門、回廊、築

地、楼閣）の整備工事に反映した。 

  

1-5図 整備検討委員会開催風景 
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４）史跡長岡宮跡保存活用計画策定委員会 

 京都府向日市は、これまで史跡長岡宮跡の公有化と整備を優先してきたため、保存活

用計画の策定に至っていなかった。 

 しかし、平成 31 年（2019）4 月 1 日に文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の一部改正が施行され、地域における文化財の計画的な保存と活用の促進

や、地方文化財保護行政の推進力の強化を図ることとされた。 

 法律の一部改正により、都道府県は文化財の保存と活用に関する総合的な施策をまと

めた大綱を、市町村は大綱を勘案した文化財の保存と活用に関する地域計画と、個々の

文化財の確実な継承に向けた保存活用計画を策定できることとなった。 

 そこで、本市は、文化庁の許可を得て本市の文化財の核となる史跡長岡宮跡の保存活

用計画を地域計画に先んじて策定することとなった。 

〔委員名簿〕 

委 員 長  杉原 和雄 公益財団法人向日市埋蔵文化財センター理事長、向日

市文化財保護審議会委員、前史跡長岡宮跡朝堂院西第

四堂保全整備検討委員会委員、元大阪国際大学国際コ

ミュニケーション学部教授、元京都府教育庁指導部理

事・文化財保護課長 

副委員長 片山 秀雄 向日市文化財保護審議会会長職務代理、前史跡長岡宮

跡朝堂院西第四堂保全整備検討委員会委員、京都府文

化財保護指導委員（向日市担当） 

委  員 佐藤 正知 前文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官 

〃 杉本 宏 京都造形芸術大学教授、前宇治市歴史まちづくり課主

幹 

〃 神吉 紀世子 京都大学大学院工学研究科教授、向日市歴史的風致維

持向上協議会副会長、向日市都市計画審議会委員 

〃 稲本 収一 大極殿遺蹟保存協賛会会長、向日市観光協会理事、向

日市工業会理事、向日市商工会理事、向日市歴史的風

致維持向上協議会委員 

〃 西川 克巳 向日市観光協会会長、ふるさと向日市創生計画委員会

委員、向日市歴史的風致維持向上協議会委員 

〃 六人部 美恵子 向日市歴史的風致維持向上協議会委員、向日市防災会

議委員、向日市都市計画審議会委員、(公財)向日市ス

ポーツ文化協会理事、向日神社権禰冝 

〃 橋本 正治 本史跡長岡宮跡が所在する鶏冠井区長（地元区長）、

向日市農業委員会会長、向日市都市計画審議会委員、

大極殿遺蹟保存協賛会理事 
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〔オブザーバー〕  文化庁文化財第二課、京都府教育庁指導部文化財保護課、公益財

団法人向日市埋蔵文化財センター、向日市ふるさと創生推進部企

画広報課（企画・広報・観光部門）、向日市建設部都市計画課 

（都市計画部門）、向日市建設部まちづくり推進課（まちづくり

部門）、向日市文化資料館（調査・展示・広報普及部門） 

〔事務局〕     向日市教育委員会（文化財調査事務所） 

 

 

 

史跡長岡宮跡保存活用計画策定委員会設置要綱 

向日市教育委員会告示第１４号 

令和元年１１月１４日 

  （設置）  

第１条 史跡長岡宮跡の適切な保存と活用を図ることを目的として、史跡長岡宮跡保存

活用計画策定委員会(以下「委員会」という。)を設置する。 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 史跡長岡宮跡保存活用計画(以下「保存活用計画」という。)の策定に関すること。 

(2) その他向日市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が必要と認める事項に関

すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱し、１０人以内の委員で

組織する。 

(1) 学識経験者 

(2) 地元関係者 

(3) その他教育委員会が必要と認める者 

２ 委員会は、文化庁及び京都府に保存活用計画の策定のために必要な指導及び助言を

得ることができる。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から保存活用計画の策定が完了した日までとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長１人を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、
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その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会の会議は、必要に応じて教育長が招集し、委員長がその議長となる。 

 （意見の聴取等） 

第７条 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者を委員会の会議に出席さ

せ、意見若しくは説明を聞き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

 （報償費及び費用弁償） 

第８条 委員が会議、調査等のため出張したときは、報償及び費用弁償を支給する。 

 （庶務） 

第９条 委員会の庶務は、教育委員会文化財調査事務所において処理する。 

 （その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員長

が委員会に諮って定める。 

附 則 

 この要綱は、令和元年１１月１５日から施行する。 

 

〔委員会抄〕 
第 １ 回 保存活用計画策定委員会 

開催日時 令和元年(2019)12 月 16 日（月）午後２時 00 分～午後４時 00 分 
開催場所 向日市役所 大会議室 
内  容 
（１） 開催趣旨説明 
（２） 委員紹介 

（委嘱状交付について） 
（３） 役員の選任について 
議  題 
（１） 保存活用計画策定の目的と委員

会について 
（２） 長岡宮跡の保存と活用経過につ

いて 
（３） 計画策定範囲の決定について 
 
第 ２ 回 保存活用計画策定委員会 

開催日時 令和２年(2020)１月 31 日（金）午後２時 00 分～午後４時 00 分 
開催場所 向日市立図書館 研修室 
議  題 
（１）保存活用計画に係る名称及び所在の場所の確認について 

1-6図 第１回保存活用計画策定委員会開催風景 
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オブザーバーである京都府教育委員会から、史跡長岡宮跡保存活用計画が現  

在策定中の京都府文化財保存活用大綱に沿った内容であると回答を得る 

（２） 史跡長岡宮跡保存活用計画報告書について 

 本委員会において意見のあった箇所を修正し報告書印刷製本を行うことを説明 

（３） 史跡長岡宮跡の保存及び活用のために行う具体的な措置の内容について 

 杉原委員長から委員会を代表して向日市教育委員会に提言（次頁に掲載） 

（４） 史跡長岡宮跡保存活用計画の承認について 

出席委員の承認を得る 

 

最終回として、これまでの保存活用計画について総括するとともに、報告書の内容を

確認し、最後に杉原委員長から向日市教育委員会に「史跡長岡宮跡の保存及び活用のた

めに行う具体的な措置の内容について」が提言され、計画内容の承認を得た。 

この承認された計画内容を本書に記載した。 
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令和2年2月25日  

 

 

 

 向日市教育委員会 

  教育長 永野 憲男 様 

 

 

 

史跡長岡宮跡保存活用計画策定委員会     

委員長 杉原 和雄    

 

 

 

史跡長岡宮跡の保存及び活用のために行う具体的な措置の内容について 

 

 

 上記のことについて、委員会おいて取りまとめたので、下記の通り報告します。 

 史跡長岡宮跡の本質的価値を認識し、広く関係機関等で情報の共有化や連携・調整

を図り、市民等と一丸となって、史実に忠実に史跡長岡宮跡の特長を活かし、地域の

特色ある歴史・文化遺産として、後世に残す保存・活用・整備に向けての取り組みを

行ってください。 

記 
１ 史跡の名称及び指定年月日等 

（１） 種 別 史跡 

（２） 名 称 長岡宮跡 

（３） 指定年月日 昭和 39 年(1964)４月 27 日 地域追加指定 11 回 

（４） 管 理 団 体 京都府向日市 昭和 49 年(1974)12 月 12 日指定 

（５） 所在の場所 京都府向日市鶏冠井町大極殿２６番２８ほか 

（６） 指 定 面 積 15,714.52 ㎡ 

（７） 備 考 調査研究成果に基づき今後とも史跡指定地の拡充と拡大を図るこ 

と 

 

２ 保存活用計画 

（１） 名 称 史跡長岡宮跡保存活用計画 

（２） 計 画 期 間 令和２年（2020）４月１日～令和 12 年（2030）３月３１日 
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（３） 備 考 史跡長岡宮跡を適切に保存し次代へと確実に継承するため第２次、 

第３次保存活用計画へと確実に発展させていくこと 

 

３ 史跡長岡宮跡の本質的価値 

長岡京は、奈良平城の地を離れ京都山背国に作られた最初の都で、奈良時代

から平安時代に至る過渡期の都城遺跡として、古代都城間の関係、都城・宮の

構造、政務や儀式、経済の変遷などを考える上できわめて重要な都城のひとつ

である。長岡宮は長岡京の中央北端部に位置し長岡京の中枢をなす、史跡長岡

宮は律令国家の成立と展開の過程を知る上で極めて重要な遺跡である。 

 

４ 史跡長岡宮跡の保存活用のための基本方針 

（１） 長岡宮跡の本質的な価値を構成する要素の保存と継承を図ること。 

（２） 史跡指定地と一連の遺跡である隣接する長岡宮跡の中枢施設が分布する範囲の

保存の手立てを講じること。また、長岡京跡に遺跡についても同様の措置を講じ

ること。 

（３） 史跡の保護に必要な範囲については、追加指定や公有化を図り、保存を確かなも

のとしていくとともに、史跡の周辺環境の保全の方向を検討すること。 

（４） 長岡宮跡及び長岡京のもつ有形無形の様々な価値を、教育面での活用をはじめと

して、本市を代表するまちづくりの資産や観光資源としてなど多様な活用を図る

こと。 

（５） 活用・整備に際しては、遺跡の総体的な理解を深めるために、歴史的関連地との

有機的な連携を図ること。 

（６） 史跡の価値をより顕在化し、有効に活用するために、史跡の整備を計画的に実施

するとともに、既整備地においても必要に応じて再整備を行うこと。 

（７） 地域の歴史・文化の継承のために、地域住民との協働による保存・活用・整備と

管理体制の構築を図ること。 

 

５ 現状変更又は保存に影響を及ぼす行為について 

  現状変更等については、原則として史跡の調査研究、保存活用に必要な行為以外

は認めないこと。ただし、史跡と直接関係しない公園施設や公益施設として必要な

防災機能の充足等については史跡の価値を損なわない範囲において認めるものとす

る。また、民有地の史跡については、既存施設の補修等軽微な行為など生活に係わ

る必要不可欠な行為は認めるものとし、公有化に努めること。 

以上 
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第５節 市の上位計画及び関連計画との関係 
本市は、7.72 ㎢というコンパクトな市域の中で、長岡京跡の中枢部である宮域をはじ

め、向日丘陵
むこうきゅうりょう

上に史跡乙訓古墳群
おとくにこふんぐん

を構成する五
い

塚原
つかはら

古墳
こ ふ ん

や元稲荷古墳
も と い な り こ ふ ん

、寺戸大塚古墳
て ら ど お お つ か こ ふ ん

、

南条古墳
なんじょうこふん

、物集女
も ず め

車塚
くるまづか

古墳
こ ふ ん

をはじめ数多くの遺跡が所在する。一方で、本市は京都、大

阪近郊に位置し交通の便も良好なことから、開発等が数多くあり、絶えず長岡京跡を含

めた貴重な埋蔵文化財が破壊の危機に直面している。 

このような状況下で、文化財をどのようにとらえ保護し整備・活用を図り、まちづく

りに活かしていくかは重要課題である。特に本市を代表する文化遺産であり、市域に関

連遺構が広く分布する長岡宮跡はまちづくりと密接な関係をもっている。近年では「向

日市歴史的風致維持向計画」に基づき、長岡宮跡をはじめとする歴史的風致を活かした

まちづくりを実践している。本節では、史跡長岡宮跡の整備や活用の基礎となる本市の

ふるさと向日市創生計画など上位計画や関連計画の策定時に、文化財を含めた本市の歴

史･文化遺産の活用方針を盛り込んだ取り組みの経過を概説する。 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

  

ふるさと向日市創生計画 

（平成３０年度版） 
 

 

  
 

 
歴史的風致維持向上に関する基本方針 

歴史的文化遺産の保護と活用 
 
 

 

 

 

・ 
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史跡長岡宮跡保存活用計画 

 

 

向 日 市 教 育 大 綱 

 

 

 等 

 
第２次向日市都市計

画マスタープラン 

（改訂版） 

緑 の 基 本 計 画 

向日市歴史的風致維持向上計画 

向日市の維持向上すべき歴史的風致のひとつ 

＜史跡長岡宮跡に係る歴史的風致＞ 

＜上位計画＞ 

＜関連計画＞ 

＜歴史・文化に関わる計画＞ 

1-15図 史跡長岡宮跡保存活用計画と上位・関連計画の関係 
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１）第５次向日市総合計画 

本総合計画の「基本構想」は、平成 22(2010)

年度から平成 31(2019)年度までの 10 年間のま

ちづくりの指針となるものである。 

＜将来都市像＞ 
活力とやすらぎのあるまち 

みんなでつくる 7.67 向日 

※市域面積 7.72 ㎢は全国で３番目、西日本では

最も小さいもので、この特徴を生かし、小さ

いからこそできることを積極的に進めていき

ます。 

※7.67 は策定時の市域の面積 
 
＜土地利用構想＞ 
○やすらぎ軸の機能 

竹林などの自然資源や歴史的資源、地域文化

を生かした特色ある機能の保全・整備や沿道景

観の向上、歩いて楽しめる空間づくりを目指し

ます。 
 
 
 

ゾーン ゾーンの機能 

住居地 
既存住宅地を中心とするゾーンは、ゆとりある空間を確保し、防災機能を整備する

ことにより、市民が安全・快適に生活できる住環境の形成、誘導を図ります。 

田園緑地 

市街化調整区域の農地は、生産・環境・防災面と都市の貴重なオープンスペースと

して保全・活用します。 
また、鉄道駅周辺や産業ゾーンに隣接する区域など、ポテンシャルの高い地域にお

いては、まちの活性化に向けた都市的な利用も検討します。 

丘陵緑地 
西ノ岡丘陵一帯は、豊かな自然緑地を保全するとともに、市民レクリエーションの

場として活用します。 

産業 
国道 171 号周辺は、工業・流通業の集積地としての環境整備と産業機能への強化を

図ります。 

新市街地 
市北部の新市街地を中心とする地域は、広域的な商業・業務機能や、居住機能、文

教機能など複合的な都市機能を持った新たな市街地を形成します。 

 
＜基本政策＞ 
Ⅰ 安心・安全に暮らせる住環境を創り出す 
Ⅱ にぎわいと活力のあるまちの基盤を整える 

1-16図 土地利用構想図 
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Ⅲ まちの今と将来を担う人を育む 
 
２）ふるさと向日市創生計画 

本計画は、第５次総合計画基本構想を踏まえつつ、後期基本計画に代わるまちづくり

の最上位計画である。平成 27(2015)年度から平成 31(2019)年度までの５か年を計画期間

とし、施策の柱を 
Ⅰ 歴史を活かし、活力と魅力あるまちづくり 
Ⅱ 人と暮らしに明るくやさしいまちづくり 
Ⅲ 信頼と協働で市民の声が届くまちづくり 

としている。そして、令和 2（2020）年度から第２次ふるさと向日市創生計画として新

たに開始される。 

＜施策：歴史・文化資源の整備と活用＞ 
基本方向 ・史跡長岡宮跡や古墳群等市内に所在する文化財の保護及び積

極的な整備・活用に努め、歴史・文化資源を活かしたまちづ

くりを推進し、未来に継承します。 
・市内外の人々が集い交流できる歴史文化拠点を整備します。 

取組 ・歴史文化拠点の整備 
・史跡長岡宮跡や古墳群の整備の推進 

施策が目指す姿･目標 ・史跡長岡宮跡や古墳群等の魅力あふれる全国に知られたまち 
＜施策：公園緑地の整備と緑の保全＞ 

基本方向 ・市民や来訪者が憩い、やすらぐことができる場として、歴史

や文化、景観資源を最大限活かした夢のある公園整備を推進

します。 
取組 ・歴史的風致維持向上計画に整合した公園整備 

・古墳等歴史資産を活用した公園緑地整備 
施策が目指す姿･目標 ・歴史・文化・景観資源を活用した公園のあるまち 

・市民ふれあい広場や大極殿公園等の整備 
＜施策 1：生涯学習環境の充実＞ 

基本方向 ・市民が生涯にわたり､多様な学習活動を行うことができるよ

う､自主的、自発的な学習活動を支援するとともに、学習の

成果を活かす場や学習機会の充実に努めます。 
取組 ・ふるさと向日市の歴史を活かした講座等多様な学習機会の提

供 
施策が目指す姿･目標 ・誰もが、いつでもどこでも、生涯にわたって学ぶことがで 

き、その成果を活かすことのできるまち 
＜施策：市民文化の振興＞ 
基本方向 ・市民の自主的な芸術や文化活動に対する支援を行うととも 

に、文化事業の充実を図る等、優れた芸術文化に触れる機会

の提供に努めます。 
取組 ・文化事業の充実 
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施策が目指す姿･目標 ・文化活動を通じて、生きがいと誇りを持つことができるまち 
・貴重な歴史・文化資源を受け継ぎ、大切に守り育て、未来に

継承するまち 
３）向日市歴史的風致維持向上計画 

平成20年(2008)５月に「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」が制

定されたことを受け、ふるさと向日市に対する愛着を高めるため、歴史・文化を活かし

たまちづくりの指針として策定し、平成27年(2015)２月に認定されたものである。 

全国の中でも重点区域が市域全域にわたるものは向日市のみである。 

＜向日市の維持向上すべき歴史的風致＞ 

１ 向日神社に係る歴史的風致（神社と各種祭礼） 

２ 史跡長岡宮跡に係る歴史的風致（史跡長岡宮跡と大極殿祭） 

３ 古代の街道に係る歴史的風致（説法石と題目踊） 

４ 用水・ため池と条里制水田に係る歴史的風致 

５ 竹林とタケノコ栽培に係る歴史的風致 

６ 鉄道と住宅地開発に係る歴史的風致 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1-17図 向日市の維持向上すべき歴史的風致位置図 
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＜歴史的風致維持向上に関する基本方針＞ 
１ 歴史と文化に関する情報発信、情報提供に努め、「向日市」の認知度を高めます 
２ 地域の伝統文化の保存・継承、後継者の育成に努めます 
３ 歴史・文化資源を維持保全するとともに、活用を図ります 
４ 美しい景観の保全と修景に努めます 
５ 「大極殿のあるまち 向日市」にふさわしい地域・観光振興を推進します 
＜歴史文化遺産の保存と活用に関する事項＞ 

 １ 文化財の保存・活用に関する取組み 
・指定等文化財の適切な保存や管理 
・未指定の文化財についての現状把握の実施と調査に基づく文化財指定 
・無形文化財の記録作成や保存継承 
２ 文化財の修理（整備） 
・文献、調査などに基づいた適切な工法による修理（整備）の実施 
３ 文化財の保存・活用を行うための施設 
・文化財の保存・活用の拠点施設（文化資料館など）の有効活用と一体的な情報発信 
・市内の歴史・文化資源のネットワークの強化、便益施設等の整備 
４ 文化財の周辺環境の保全 
・「向日市まちづくり条例」による周辺環境の保全 

 ５ 文化財の防災・防犯に関する取組み 
・定期的な防災訓練の実施 
・文化財の耐震状況の把握と耐震対策の検討 

 ６ 文化財の保存・活用の普及・啓発に関する取組み 
・各種講座、講演会、展示会など普及・啓発を推進するための継続的な取組みの実施 
・市内の小・中学校、高等学校への出前授業の継続的な取組みの実施 
・地域に根付く行事や伝統文化の保存継承に取り組む活動に対する適切な支援を講じ

るための仕組みの検討 
 ７ 埋蔵文化財の取扱い 

・長岡宮跡の継続的調査を進めるとともに、追加指定などによる遺跡の恒久的保存 
・史跡長岡宮跡の史跡指定地の拡大の推進、埋蔵文化財の確実な保存と活用 
８ 文化財の保存・活用に係る体制 
・関係部署の連携による文化財の保存・活用の推進 
・整備検討委員会、地元との連携による史跡の整備と活用推進 
９ 文化財の保存・活用に関わる住民・各種団体に関する取組み 
・各団体と行政・関係機関の緊密に連携した体制の構築 
・活動団体の交流・ネットワーク化の推進 
・後継者育成を図るための保存団体の組織化の推進、市民全体で文化財を支えて行く

体制の構築 
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４）第２次向日市都市計画マスタープラン（改訂版） 

「第２次向日市都市計画マスタープラン（改訂版）」（平成31年(2019)１月策定）

は、令和２年(2020)3月を目標年次とし、同年４月から新たな一歩を計画している。 

まちづくりの基本方針として、都市計画の目標を 

～緑と歴史につつまれた美しいまち むこう～ 

とし、都市計画の重視すべき視点のひとつを、 

～豊かな自然や歴史・文化資源の魅力を演出する都市づくり～ 

と設定している。 

 

 

 

 

＜土地利用方針＞ 

史跡長岡宮跡は、歴史資源エリアにゾーニングされている。 

■土地利用方針の考え方 

向日神社や長岡宮跡など歴史的資源が分布している地区については、景観法に基づく

景観計画の作成や地区計画制度の活用などにより、その個性を活かした古都向日らしい

景観整備を図ります。 

＜都市施設の整備方針＞ 

■整備指針 

歴史的資源と緑を活かした歩行者ネットワークの形成 

1-18図 土地利用方針図 1-19図 歴史と緑の散策の径ネットワークの整備方針図 
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５）緑の基本計画と長岡宮跡 

本項では、20 年間の計画的な緑地の整備や施設の緑化等についての方針、具体的な施

策を定めた向日市緑の基本計画（平成 19 年(2007)３月策定）のなかで示した文化財の保

存と活用に関して概説する。 

〔基本理念 向日市～市民が誇る都の魅力づくり～〕 

これまで培われてきた本市の歴史・文化・生産に根ざした緑の財産としての価値を理

解し、市民に愛され支えられた質の高い味わいのある緑の保全・創出を基本に、それぞ

れの緑の高揚が十分に発揮されるよう、きめ細かな緑のネットワーク形成を図る。 
  

1-20図 歴史文化と出会う緑地ゾーン（向日市緑の基本計画より） 

●史跡長岡宮跡 
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〔緑の課題〕 

本市は、長岡京という、全国でも特異な歴史をもつところであるが、その面影は宅地

開発の波の中で失われつつある。このため、史跡長岡宮跡の面影を維持しつつ、多くの

市民や来訪者がその歴史性を理解できるよう、公園緑地等として整備はもとより、「歴

史の径づくり」など、ネットワークの形成を重視した緑の育成を図る必要がある。 
〔歴史・文化サテライト力と保全の創出〕 

◯歴史的資産の活用－歴史的資源の活用（古墳公園の整備、長岡宮跡の園地整備） 
市内には、古墳、神社、長岡宮跡に関連する史跡など、目に見える形で貴重な歴史文

化遺産が散在している。既にその一部は、公園的整備がなされ利用されているものもあ

るが、発掘調査とも連動し、今後新たに整備が見込まれるものもある。 
このため、こうした歴史的資源を活用した公園的整備を推進する中で、利用ルートの

あり方や資源の特性を生かした花や修景のあり方などについて検討する。 
〔地域特性を生かした緑地の配置と緑化重点地区の指定〕 

◯歴史文化と出会う緑地ゾーン 
長岡京跡や古墳などの向日市における歴史的文化資源を活用した緑地を整備する。 
そして、史跡公園や都市公園をきめ細かく確保するとともに、これらのネットワーク

化を図り、全体として一帯となった緑の歴史文化ゾーンを形成する。 
 
６）バリアフリー基本構想と長岡宮跡 

本項では、平成19年(2007)３月に策定した向日市バリアフリー基本構想のなかで示し

た文化財の保存と活用に関して概説する。 

〔都市公園特定事業に適合した整備〕 

特定公園の施設の新設、増設又は改築を行う際には、都市公園移動等円滑化基準(平成

18年(2006)12月18日、国土交通省令第115号)に適合させて実施する。 

史跡公園等においては、文化財に関する整備とバリアフリー化に関する整備との調和

を図る。 

〔都市公園特定事業に適合した整備方針〕 

施設及び設備の整備にあたっては、高齢者、障がいのある人等をはじめ、あらゆる人

が利用しやすいようにユニバーサルデザインを取り入れた整備を目指す。 
〔具体的方針〕 

公共用道路から（史跡）公園出入り口までには「段」などを設けないものとし、地形

及びその他の状況などによりやむを得ず「段」が生じる場合にはスロープを併設するこ

とにより段差を解消するものとする。 
（史跡）公園出入り口にスロープを設置する場合には、主要な導線の近くに設置するよ

うに努め、できるだけわかりやすい位置に設置する。 
（史跡）公園内には、ベンチ等の休憩施設を設けるものとし、ベンチ等を新たに設置す

る場合には四阿など上屋を設置するか、又は木陰となる位置に設置するよう配慮する。 
史跡案内所等の設置については、必要性について考慮し、文化庁等と十分な協議を行

う。  
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〔案内設置等〕 

公園の配置等に関する情報案内板を設ける場合には、点字による表示を設けるものと

し、案内板から最も主要な出入り口を結ぶ経路には線状ブロックを敷設するものとす

る。 
道路等に接する公園出入り口部及び階段に接する上端部分においては点状ブロックを

敷設するものとする。 

1-21図 生活関連施設及び生活関連経路図 

（向日市ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ基本構想より） 
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第６節 計画の実施 
本計画の計画期間は、令和２(2020)年度を初年度とし、令和12年(2030)年度までの10

か年である。（第２回保存活用計画策定委員会において承認） 

計画期間の決定理由は、第２次ふるさと向日市創生計画及び向日市都市計画マスター

プラン（改訂版）、向日市歴史的風致維持向上計画など、最上位並びに関連する計画が

令和２(2020)年度から新たな一歩を踏み出すため、本計画も同一歩調を取ることとし

た。 

 

史跡長岡宮跡保存活用計画期間 

 令和２年（2020）４月１日～令和12年（2030）３月３１日 

なお、本計画が国に認定された場合は（認定申請を予定） 

 計画認定後～令和12年（2030）３月３１日 

 

計画期間中であっても、史跡長岡宮跡は開発圧力の強い市街地中心部に位置すること

から、社会情勢等の変化にも柔軟に対応しつつ、保存活用の将来像の実現のために必要

に応じた見直し等も視野に入れるものとする。 

また、本計画は10年で終了するものではなく、史跡長岡宮跡を適切に保存し次代へと

確実に継承するため、第２次、第３次保存活用計画へと発展させていきたい。 

 






